
⼤阪市⻑堀抽⽔所⾬⽔滞⽔池における
爆発事故調査報告書（概要版）

第４回住⺠説明会
令和7年9月11日

⼤阪市建設局
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① 爆発事故の概要（本編第2章参照）
・事故発生日時 令和6年9月12日(木)  12時10分頃
・事故発生場所 ⼤阪市⻑堀抽⽔所⾬⽔滞⽔池 ⻄棟建屋内部 (⼤阪市⻄区北堀江4-11-4)
・被害状況 [人的被害] 4名

[周辺被害] 27件 近接建造物・車の損傷等
・爆発原因 メタンガスへの引火

構造 ：鉄筋コンクリート造
滞⽔池構造寸法：幅約30m × ⻑さ約100m × 深さ約15m
計画貯留量 ：約20,000m3（傾斜板設置方式併用）
運転管理方法 ：津守下⽔処理場からの遠方監視（無人施設）

事故後のガス
成分分析の結果

（平面図）

（断面図）
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 消化ガス ※1

※1 引用：下⽔道施設計画・設計指針と解説 後編（日本下⽔道協会）2019年度
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脱臭装置

開口部

滞水池

建屋

機材搬入ハッチ
(密閉蓋）

空気取り入れ口
（逆流防⽌装置）

⻑堀抽水所⾬水滞水池 施設断面図

送水ポンプ
（貯留水を下水処
理場へ送水）

建屋

1) メタンガスが発生したのはなぜか（運用の変更による新たな課題の発生）
・滞水池から処理場への送水過程で臭気発生の不具合が生じた〔…課題〕
・ポンプ送水量を制限することで臭気発生が抑制できた〔…効果〕
・制限したポンプ稼働では、ドライ化※しきれない状態が続く〔…新たな課題〕
・ドライ化までの期間が1日（計画）→約3か月（事故前）であった

※ドライ化：池内に残留する水とともに堆積物を除去し、池内に水や堆積物がない状態にすること

・⻑期間の汚濁物
の滞留

・夏季の高水温
・池の内部は酸素

がない嫌気状態

メタンガスの発生
を促進させる条件
が整っていたこと
が明らかになった

3) メタンガスが滞留し
たのはなぜか

・建屋内へのメタンガ
ス侵入を想定した対
策がなかった

・なお、建屋内の換気
は、事故当時、建屋
内作業をしていな
かったため、実施し
ていなかった

2)-① 滞水池と上部の建屋をつなぐ
開口部には溢水・漏気が生じな
いよう密閉蓋等を設置

しかし、事故発生後の調査で機
材搬入ハッチ（密閉蓋）・空気
取り入れ口（逆流防止装置）の
2か所からメタンガスの漏気を
確認した

2)-② 滞水池で発生するガスは、池内部の気体ととも
に吸引し、脱臭設備を通過後に池外へ排気（大気
拡散）させることで、建屋への侵入を防止する仕
組みを整備（赤実線 参照）

しかし満⽔になることで空気自体がなく吸引され
ないため、発生したガスの行き場がなくなる（発
生ガスが排気されない）（赤点線 参照）

2)メタンガスが建屋に侵
入したのはなぜか

2)-①②の２つの事象が
同時に生じたことで、
滞⽔池のガスが建屋内
へ侵入したことが明ら
かとなった

・メタンガスに関し、1)発生の主な原因→2)侵入の主な原因→3)滞留の主な原因は以下のとおり。
② 爆発事故の発生原因究明（本編第5章参照）
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▼再発防止策の方針

爆発事故の発生原因究明で明らかとなった、爆発に至るほどの「メタンガスの発生」「建屋内への侵入」
「建屋内での滞留」の３つの状況をいずれも発生させない対策を講じ、万一、今回と同様に３つの状況が重
なったとしても爆発が起きないように措置することを再発防止方針の柱とした。

③ 再発防止策の方針（本編第6章参照）

1) 滞水池の内部での発生ガスの常時吸引と滞水池外への排気対策
・滞水池内部で発生するメタンガスは、開口部（機器搬入ハッチ・空気取り入れ口（逆流防⽌装
置））から建屋内に侵入をしないよう、空気とともに脱臭設備を介して、常に滞水池外に排出す
る機能を確保していく

（２）メタンガス侵入原因を踏まえた再発防止策の方針… 発生ガスを滞水池内から速やかに除去する対策

（１）メタンガス発生原因を踏まえた再発防止策の方針…メタンガスが発生しやすい環境を抑⽌・解消する対策

1) 滞水池の水を汚濁物とともに排水し、速やかかつ確実に池の中をドライ化
・ドライ化の支障となる送水時の臭気対策を実施していく
・ドライ化を速やかかつ確実に実施する送水ルールを構築していく
・滞水池底部の汚濁物を効果的に取り除く洗浄⽅法を確⽴していく

2) 運転管理のための計測器によるモニタリング
・滞水池内部で発生するメタンガスの検知器によるモニタリングと異常時の対応を実施していく

3) 定期的な清掃などの維持管理と対策実施後の検証

リスク管理としてメタンガスの発生を想定した更なる安全対策（2次対策）

リスク管理としてメタンガスの建屋内侵入を想定した更なる安全対策（3次対策）

（3）メタンガス滞留原因を踏まえた再発防止策の方針…建屋内で爆発や火災をおこさせない対策

1) 建屋内のメタンガスの計測監視と異常時の緊急対応
・建屋内にメタンガスが滞留した場合に備えて、メタンガスの検知器によるモニタリングと異常
時の安全かつ迅速な室内換気等を実施していく

2) 電気機器の仕様選定も含めた火災リスクの抑⽌対策
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④ 再発防止策（案）（本編第6章参照）
（1）メタンガス発生原因を踏まえた再発防止策（案）

  1）滞⽔池における汚濁物の除去と速やかかつ確実なドライ化
・ドライ化の支障となる送⽔時の臭気対策

滞水池から⻑堀抽水所⻄側のマンホールまでの区間の下水道管を⾃然流下方式から圧送方式に変更する。
最下流側のマンホールには外部に臭気が漏洩しないよう脱臭用配管を設置し、滞水池内部と同様、脱臭設備
へ空気を吸引する措置を施す。また、臭気を抑制するため、薬品を添加できる設備を設置する。

・ドライ化を速やかかつ確実に実施する送⽔ルール
降⾬終了後、滞水池の送水が完了しドライ化が完了するまでは、次の降⾬があっても滞水池に流入させな

いこととする。
・滞⽔池底部の汚濁物を効果的に取り除くフラッシング方法の確立

汚濁物を取り除くためのフラッシングは、1回を基本とするが、想定以上の⻑⾬や流入濃度が異常に高く
なった場合は、1回のフラッシングでは除去できないことが想定される。そのため、フラッシュ回数を変更可
能な施設仕様とする。

  2）運転管理のための計測器によるモニタリング
ガス濃度計測器を設置し、滞水池内で発生するメタンガスの計測監視（常時監視）を実施する。

  3）定期的な清掃などの維持管理
対策実施後の検証としての内部点検に合わせて、池内の清掃を実施する。 5

⻄棟

東棟

M

脱臭配管

送水管(圧送方式)
ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管 Φ450mm L=130m

(既設)⻑堀〜桜川幹線
馬蹄形暗渠 2,420mm×2,420mm

最下流側マンホール
臭気の漏れが無いよう対策する

▼圧送管の布設イメージ（全景） ▼臭気対策の施工イメージ



④ 再発防止策（案）（本編第6章参照）
（2）メタンガス侵入原因を踏まえた再発防止策（案）

  1）滞⽔池の内部での発生ガスの常時吸引対策
建屋にガスが侵入する前に確実に取り除くことを目的とし、滞水池が満水状態となった場合においても、吸

引可能な気相部（⾃由水面）を常に確保する施設とする。
▼排気対策の施工イメージ
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対策前（断面図） 対策後（断面図）
機材搬入ハッチ︓
満水時はガスの⾏き場が無くなる

開⼝部を⽴ち上げ、脱臭配管を設置

①②開⼝部を嵩上げし、脱臭配管を設置

③空気取り入れ⼝への脱臭配管の設置

開⼝部

空気取り入れ⼝



④ 再発防止策（案）（本編第6章参照）
（3）メタンガス滞留原因を踏まえた再発防止策（案）

  1）建屋内のメタンガス等の計測監視と異常時の緊急対応
建屋内にガス濃度計測器を設置し、計測監視（常時監視）することで、万一建屋内にメタンガスが侵入した

場合でも速やかに対応可能な措置を講ずる。異常を検知した場合は、警報発報によりポンプ等装置類を⾃動停
止することに加えて、

換気設備と連動した
自動給気−排気運転
のイメージ

◆運転・維持管理マニュアルの見直し及びモニタリング
本報告書の内容を維持管理受注者と共有したうえで、維持管理受注者が実施する業務について適切にモニ

タリング・指導することにより、再発防止を徹底する。
◆危機管理マニュアルの再検討・見直し

今回の事故を踏まえ『下水道危機管理対応マニュアル』を改訂した。改訂版では、事故発生時における市
⺠への対応や、区役所・学校などへの情報伝達の対処（⾏動）などを記載した。

  2）電気機器の仕様選定も含めた火災リスクの抑止対策
建屋内にメタンガスが侵入した場合でも爆発の危険が生じないよう操作盤の設置場所変更や照明機器等、換

気設備、主要な機器を防爆仕様へ変更し、爆発を起こす要因となる熱や火花の発生を防止する。

⑤ 今回の事故を踏まえた⼤阪市下⽔道施設の取り組み（本編第7章参照）

建屋の換気設備を連動
してガスを安全に排除
する。

なお、建屋の換気設
備の排気については、
脱臭等を設置し臭気対
策を⾏う。
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https://www.city.osaka.lg.jp/kensetsu/page/0000635889.html#houkoku

『大阪市⻑堀抽水所⾬水滞水池における爆発事故調査報告書』は
大阪市建設局ホームページより閲覧・ダウンロードできます。

調査報告書を印刷したものが必要な方には送付いたします。
お帰りの際、受付にて送付受付票に送付先をご記入の上、

回収箱にお入れください。


